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看護小規模多機能型居宅介護 

看護小規模多機能型居宅介護事業所 りんどう  

『重要事項説明書』 

 

 
 

当施設はご契約者に対して指定看護小規模多機能型居宅介護サービスを提供します。施設の概要

や提供されるサービスの内容、契約上ご注意頂きたいことを次の通り説明いたします。 
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１０．虐待防止について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P６  
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当施設は介護保険の指定を受けています 

帯広市指定 第０１９４６００４２５号 
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1. 施設運営法人について 

法人名 社会福祉法人 刀圭会 

法人所在地 帯広市西１６条北１丁目２７番地 

電話番号 （０１５５）３６－２０８８ 

代表者氏名 理事長 長谷川 賢 

創立年月日 平成９年９月１１日 

 

 

2. ご利用施設について 

施設の種類 指定看護小規模多機能型居宅介護事業所 

事業者名 看護小規模多機能型居宅介護 りんどう 

指定番号 第０１９４６００４２５号 

管理者 神田 祐子 

施設所在地 帯広市西 16 条北 1 丁目 27 番地１４４ 

電話番号 （０１５５）６７－５７５９ 

開設年月日 平成２９年 ３月 １６日 

利用定員 
登録定員２９名 通所サービスの利用者 １８名 

        宿泊サービスの利用者  ９名 

営業日・営業時間 営業日 ３６５日 ・ 営業時間２４時間 

サービス提供時間 

通いサービス：８：３０～１７：３０まで 

宿泊サービス：１７：３０～８：３０まで 

訪問サービス：２４時間 

サービス提供地域 帯広市内 

 

 

3. 居室・設備の概要について 

居室・設備の種類 室 数 備 考 

個室・宿泊室（１人部屋） ９ 洋室仕様 

居間・食堂 １ 居間、食堂は同一の場所としています。 

トイレ ９ ９箇所の多目的トイレがあります。 

浴室 ２ 大浴槽 1、機械浴 1 

事務所 ０  
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4. 職員の配置状況について 

 

  当事業所では、利用者に対し看護小規模多機能型居宅介護サービスを提供する職員として、以下の職

員を配置しています。 

職種 常勤職員 非常勤職員 職務内容 

管理者 １名  事業を代表し業務の総括にあたる。 

介護支援専門員 1 名       
利用者及び家族の必要に応じ適切なサー

ビス提供に関する計画を作成。 

介護職員 10 名 1 名 
利用者の心身の状況等を的確に把握し、適

切な介護を行う。 

看護職員 4 名 1 名    
利用者の健康状態を的確に掌握し、かかり

つけ医等医療機関との連携を行う。 

 

  主な職種の勤務体制は以下の通りです。 

職種 勤 務 体 制 

管理者 ８：３０～１７：３０ 

介護支援専門員 ８：３０～１７：３０ 

介護職員 

及び 

看護職員 

昼間の体制 

早番    7:00～16:00 1 名 

日 1    ７:30～16:30 1 名 

日勤    8:30～17:30 ４名 

遅番 1  10:00～19:00  1 名 

※利用状況によって変更することがあります。 

夜間の体制 

遅番 2   15:00～0:00   1 名 

夜勤    0:00～9:00   1 名 

夜勤 2  17:00～9:00   適宜 

待機   17:30～翌 8:30   1 名 

※利用状況によって変更することがあります。 

 

 

5. サービスと利用料金について 

利用者の心身の状況、希望及びその置かれている環境を踏まえて、他の従業者と協議の上、援助の目標、

当該目標を達成するための具体的なサービスの内容等を記載した看護小規模多機能型居宅介護計画を作

成するとともに、これを基本としつつ、利用者の日々の様態、希望等を勘案し、随時適切に通いサービス、

訪問サービス又は宿泊サービスを組み合わせた介護を行います。 

 

・利用料金：厚生労働大臣が定める基準によるものであり、当該看護小規模多機能型居宅介護が法定代理受

領サービスである時、介護保険法による介護報酬の告示上の額として設定します。 

・介護保険からの給付が受けられない場合、利用料金の全額をご契約者に負担頂く場合があります。 

・介護保険法改正などにより、保険給付額に変更があった場合は変更された額に合わせて、利用者の負担額

を変更します。変更時は別紙「料金表」によりご契約者の同意を得るものとします。 
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通いサービス 

食 事 

食事の提供及び食事の介助をします。身体状況、嗜好、栄養バラン

スに配慮し、作成した献立表に基づき提供します。 

※食事サービスの利用は任意となります。 

排 泄 
利用者の状況に応じ、適切な介護を行うとともに、排泄の自立につ

いても適切な援助を行います。 

入 浴 

利用者の状況に応じ、衣類の着脱、身体の清拭、洗髪、洗身等の適

切な介助を行います。またモール温泉を楽しむことが出来ます。 

体調によっては入浴サービスを中止させていただく場合がありま

す。 

※入浴サービスの利用は任意となります。 

ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ 
利用者の状況に応じたﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ等を行い、身体機能の低下を防止す

るように努めます。 

健康チェック 血圧測定、体温測定等利用者の健康の把握に努めます。 

送 迎 利用者の希望により、ご自宅と事業所間の送迎を行います。 

訪問看護サービス 
利用者の自宅に伺い、主治医の指示を文章（指示書）で受けた上で 

看護小規模多機能型居宅介護計画に元づき提供します。 

訪問介護サービス 利用者の自宅に伺い、食事や入浴、排泄等の援助を提供します。 

宿泊サービス 
事業所に宿泊していただき、食事、入浴、排泄等の日常生活のサー

ビスを提供します。適宜、夜間緊急時の対応を行います。 

※看護小規模多機能型居宅介護計画を作成した際は、該当計画書を利用者に交付します。 

 

● 当施設が提供するサービスと利用料金について 

 

当施設では、ご契約者に対して以下のサービスを提供させて頂きます。 

   当施設が提供するサービスについて 

・利用料金が介護保険から給付される場合 

・利用料金の全額をご契約者にご負担頂く場合があります。 

 

◆利用料金については別紙「別紙 1 料金表」を参照 

 

・料金の支払い方法 

 利用料、その他の費用はサービス提供ごとに計算し、利用月ごとの合計金額により請求いたします。 

 請求書は、利用明細を添えて利用月の翌月１０日前後にご希望の宛て先に送付、又は来設時にお渡しい

たします。 

 請求月の末日までに、下記のいずれかの方法によりお支払いください。 

ア） 自動口座引き落とし 

＊毎月２０日の引き落としとさせて頂きます。 

＊引き落とし手数料につきましては、利用者様ご負担となります。 

イ） 事業者指定口座への振り込み 

     ＊振り込み手数料につきましては、利用者様ご負担となります。 
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   【事業者指定口座振り込みの場合】 

      帯広信用金庫 西支店 普通預金 店番 020 口座番号 1248961   

      口座名義 （福）刀圭会 りんどう  理事長 長谷川 賢 

  

 

 

6. サービス計画の作成について 

  当事業所は、利用者個々を尊重し、住み慣れたその地域での生活を継続することができるよう、介護

支援専門員が「看護小規模多機能型居宅介護計画書及び「居宅介護計画書」の作成を行います。「看護小

規模多機能型居宅介護計画書及び「居宅介護計画書」は、利用者及び、家族の意向に基づき、必要に応

じて見直しを行い、自立した在宅生活が維持できるよう、介護サービス計画を作成いたします。 

 ※居宅サービス計画書及び看護小規模多機能型居宅介護計画書を作成した際は、該当計画書を利用者に交

付します。 

 

 

 

7. 契約の終了について 

  当事業所と契約有効期間は契約締結日から要介護認定有効期間の満了日までですが、契約期間満了の

１０日前までに、利用者から契約終了の申し入れがない場合には契約は更新され、以後も同様となりま

す。また、契約期間中は以下のような事由がない限り、継続してサービスを利用することができます。

また以下のような事項に該当するに至った場合は、当事業所との契約は終了して頂くことになります。 

 

① 要介護認定により利用者の心身の状態が自立、若しくは要支援と判定された場合。 

② 当事業者が解散、破産した場合又はやむを得ない事由により、事業所を閉鎖した場合。 

③ 当事業所の滅失や重大な毀損により、利用者に対するサービスの提供が不可能になった場合。 

④ 当事業所が介護保険の指定を取り消された場合又は指定を辞退した場合。 

⑤ 利用者から契約解除の申し出があった場合。 

⑥ 当事業者から契約解除の申し出を行った場合。 

・サービス利用料金の支払いが３か月以上遅延、又は合計３か月相当額を一定期間、定めた催

告にもかかわらず、全額が支払われなかった場合。 

・故意又は重大な過失により、施設職員、若しくは他の利用者等の生命、身体、財産、信用等

を傷つけたり、不信行為（ハラスメント行為、営利活動、宗教活動等を含む）があった場合。 

・契約締結時に心身の状況及び、病状等の重要事項について、故意又は不実の告知により重大

な事情を生じさせた場合。 

・契約期間中、当事業所以外の施設等への入院、入所の事実報告が３日以上行われない場合。 

・入院期間が連続して長期に渡り経過した場合は、利用者負担が生じることに配慮して、基本

的には一旦契約を終了することもあります。 
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8. 苦情の受付について 

＊苦情受付ボックスを玄関前ロビーに設置しています。 

 

 

9. サービス提供における当事業所の義務について 

・利用者の心身状況を把握し、必要なサービスを利用者の希望に添って適切に提供していきます。 

・利用者に提供したサービスの提供記録を、契約後２年間は保管するとともに、利用者又は代理人 

の請求に応じて閲覧させ、複写物を交付します。 

・当事業所では、サービス提供に当たり、居宅介護支援サービス事業所及び病院、診療所、介護老人

福祉施設等と連携に努めながらサービスを提供していきます。 

 

 

10. 虐待防止について 

当事業所では、高齢者虐待は人権侵害であり、犯罪行為という認識のもと、高齢者虐待防止法の理念

に基づき、高齢者の尊厳の保持・人格の尊重を重視し、権利利益の擁護に資することを目的に、高齢者

虐待の防止とともに高齢者虐待の早期発見・早期対応に努め、高齢者虐待に該当するいずれも行いませ

ん。 

   

 

11. 身体拘束の取り扱いについて 

   当事業所は、利用者の人権擁護の観点から利用者に対する身体的拘束、その他行動を制限する行為を行

いません。ただし、利用者又は他の利用者等の生命、身体を保護するために緊急やむを得ない場合には、

記録に記載するなど、適正な手続きにより身体等を拘束する場合がございます。 

 

● 緊急やむを得ない場合の取り扱いについては下記のとおりです。 

苦情受付窓口 

・管理者  神田 祐子 

 電話番号： ０１５５－６７－５７５９ 

 受付時間： ８：３０～１７：３０ 

他の苦情受付窓口 

・帯広市役所 

 帯広市西５条南７丁目１番地 

＊事業所の運営等に関する相談：市民福祉部地域福祉室地域福祉課 

 電話番号： ０１５５－６５－４１４６  

＊介護保険制度に関する苦情：市民福祉部福祉支援室介護高齢福祉課 

 電話番号： ０１５５－６５－４１５１ 

 受付時間： ８：４５～１７：１５（土日、祝日を除く） 

 

苦情受付窓口 

・北海道国民健康保険団体連合会 介護保険課 

 札幌市中央区南２条西１４丁目 

 電話番号： ０１１－２３１－５１６１ 

 受付時間：９：００～１７：００（土日、祝日を除く） 
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身体拘束を行う場合の手続き 

① 緊急やむを得ない理由（切迫性、非代替性、一時性）を満たす状況である場合にのみ身体拘

束を行うことができます。この場合においても、「身体拘束廃止委員会」により協議を行い決

定致します。 

② 身体拘束を実施する場合は、身元保証人に対して説明を行い、書面において同意をいただく

こととします。 

③ 必要最小限の方法、及び期間の実施と致します。 

④ 身体拘束の実施に関する、記録を作成致します。 

⑤ 身体拘束の廃止に向け、定期的に協議、検討を行います。 

 

12. 緊急・事故発生時の対応について 

    

サービス提供時に利用者の病状が急変したり、事故が発生した場合には、速やかにかかりつけ医や協力

医療機関、ご家族への連絡等必要な措置を講じます。事故発生時においては帯広市等関係機関への事故の

状況や事故に際してとった処置について報告を行います。 

 

かかりつけ医 

氏 名  

医療機関の名称  

所在地  

電話番号  

緊急連絡先① 

氏 名  請求書お届け先 はい・いいえ 

住 所 
〒 

 

電話番号 自宅  携帯電話  

勤務先  連絡先  

緊急連絡先② 

氏 名  請求書お届け先 はい・いいえ 

住 所 
〒 

 

電話番号 自宅  携帯電話 
 

勤務先  連絡先 
 

    ※緊急の場合にはご記入いただいた連絡先に連絡致します。 
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・当事業所は、下記の医療機関に協力をいただいております。 

協力医療機関 

協立病院 

帯広市西１６条北１丁目２７  

電話番号 ３５－３３５５  

 

13. 非常災害対策について 

 当事業者は、非常災害その他緊急の事態に備え、必要な設備を整えるとともに、常に医療機関と連携

を密にし、とるべき措置についてあらかじめ、別途定める「看護小規模多機能型居宅介護事業所 りん

どう」防災計画に基づき、年 2 回、利用者及び職員等の災害対策訓練を行います。 

 

14. 個人情報の保護について 

当事業所及び当サービス提供職員又はその他職員は、サービスを提供するにあたって知り得た利用者又

は家族等に関する事項を正当な理由なく、第三者に漏洩致しません（守秘義務）また、退職後においても

これらの秘密を保守するべき旨を、従業員との雇用契約の内容としています。但し、利用者に緊急な医療

上の必要性がある場合、利用者又は家族等に関する情報を提供することがございます。事業所及びサービ

ス提供職員又はその他職員は、業務上知り得た利用者又は家族の秘密を保守します。 

 

15. サービスの利用に当たっての留意事項 

① 利用者又はその家族は、体調の変化があった際には事業所の職員に連絡ください。 

② 職員に対する贈物や飲食のお心遣いは、ご遠慮願います。 

③ 利用者間の金品や食べ物類の授受は、トラブルの原因や病気の悪化につながるおそれがありますの

で禁止させていただいております。 

④ ご利用に必要で無い、金品・貴重品（例、大金、高価な時計・貴金属類）の持参はご遠慮いただい

ておりますので、ご協力お願いいたします。尚、紛失や破損の際には一切の責任を負いかねますの

でご了承ください。 

⑤ サービス利用中に他の利用者又は職員へのハラスメント行為、営利を目的とした活動（商品の販売

等）、宗教の普及活動等は、固くお断りいたします。悪質な場合は利用を終了して頂くことがあり

ますのでご了承ください。 

 

16. 損害賠償について 

 当事業所において、事業所の責任により利用者に生じた損害については、事業所は、速やかにその損

害を賠償します。守秘義務に違反した場合も同様とします。但し、損害の発生について、利用者に故意

又は過失が認められ、利用者の置かれた心身の状況等を斟酌して減額するのが相当と認められた場合に

は、事業所の損害賠償責任を減じさせていただきます。 

  

17. 感染症対策について 

当事業における、各種感染症対策については、事業所内に設置する感染症対策委員会を中心に定期的又

は必要に応じて随時、協議・検討・実施・評価を行います。又、行政機関、及び主治医等の医療機関の指

示、指導の下、迅速・適切な対処を行います。 
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18. 医療行為介助について 

   当事業における、医療行為の介助については医師又は看護師が確認し、これらの免許を有しない者に 

  よる医療行為の介助ができることを医師の指示を受け、本人又は家族に同意を得て看護師の指導・助言 

  を元に行います。 

 

 

19. 運営推進会議について 

 当事業のサービス提供にあたっては、利用者の代表、利用者の家族代表、事業所が所在する市町村の

職員、または、当該事業所が所在する区域を管轄する地域包括センターの職員、地域住民の代表者等に

より協議会（運営推進会）を設置します。 

運営推進会議は、おおむね 2 か月に 1 回以上開催し、活動状況の報告と運営推進会議による評価を受け

るとともに、運営推進会議から必要な要望、助言を聞く機会とします。 

 また、看護小規模多機能サービス評価を実施するにあたり、運営推進会員へ外部評価を依頼するもの

とし、評価結果は通年を通して施設玄関前フロアにて閲覧できるものとします。 

（前回外部評価実施日：令和 7 年 1 月 15 日） 

*第三者評価については、実施しておりません。 

 

 

20. 身元保証人について 

 当施設においては、利用に際して、ご家族等の身元保証人をたてて頂きます。身元保証人は、次の事

項について責任を負って頂きます。 

① 利用者が疾病等により医療機関に入院する場合、入院手続きが円滑に行われるよう、事業所

に協力して頂くことになります。 

② 契約解除又は契約の終了の場合、事業所と連携して利用者の状態に応じた適切な受け入れ先

確保に努めて頂くことになります。 

③ サービス提供時に利用者の病状が急変したり事故が発生した場合は、至急、緊急連絡先とな

っている方に、当事業所から連絡をとらせていただくことになります。 

④ 利用者が事業所に支払うべきサービスの利用料金を滞納し、再三催告したにもかかわらず、

その期限までにサービスの利用料金の支払いがない場合、身元保証人が支払いの義務を負う

ものとします。ただし、負担は極度額４００．０００円を限度とする。 

 

 

21. 合意事項について 

 重要事項に基づく介護サービスに関して、やむなく訴訟とする必要が生じた時は、釧路地方裁判所（帯

広支部）をもって第一審管轄裁判所とすることを、利用者及び当事業所は予め合意致します。又、この

重要事項説明書に記載のない事項については、介護保険法令等の定めるところにより、利用者及び家族

並びに当事業所が協議するものと致します。 

 上記の内容について「指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準（平成１８

年厚生労働省令第 34 号）」第 182 条により準用する第 81 条に規定する重要事項に関する規程にもと

づき、利用者に説明を行いました。 
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令和   年  月  日 

 

               《 事 業 者 》 

                 所 在 地  帯広市西 16 条北 1 丁目 27 番地１４４ 

                 事業所名  看護小規模多機能型居宅介護支援事業所 りんどう 

                        （指定０１９４６００４２５号） 

 

               《 説 明 者 》 

                  職 名  介護支援専門員               

 

 

 

 私は、本説明書にもとづいて重要事項の説明を確かに受け、サービスの提供の開始について 

 同意致します。 

 

《 利 用 者 》 

 

                  住 所                           

 

    

               氏 名                         

 

《 利用者代理人（身元保証人） 》 

 

住 所                

 

 

氏 名                 （続柄     ） 
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看護小規模多機能型居宅介護事業所 りんどう 運営方針 

 

要介護者の居宅及び事業所において、家庭的な環境と地域住民との交流下で、入浴、 

排泄、食事等の介護その他日常生活上の世話及び機能訓練を行うことにより、利用者が 

その有する能力に応じその居宅において自立した日常生活を営むことが出来るようサー 

ビスを提供する。 

 

基本方針 

（１）通いを中心として、要介護者の機能や希望に応じて、随時訪問や宿泊を組み合わせ、 

サービスを提供することにより、利用者の居宅における生活の継続を支援するよう 

努める。 

（２）帯広市、地域包括支援センター、帯広市の保健・医療・福祉サービスの提供主体との、 

   密接な連携を図り、総合的なサービスの提供に努める。 
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20.   《 重要事項説明書付属文書 》 

 

 

 

 

 

◇◆当事業所では、以下の事業所（施設）を併設しております◆◇ 

  

 

1. 地域密着型介護老人福祉施設及び短期入所生活介護 

・地域密着型小規模特養（従来型）  帯広市指定０１９４６００４２５号 

 

・地域密着型小規模特養（ユニット型）帯広市指定０１９４６００４３３号 

 

・ショートステイ（従来型）     北海道指定０１７４６０２４１７号 

 

・ショートステイ（ユニット型）   北海道指定０１７４６０２４１７号 

 

 

 

 

 

◆◇看護小規模多機能型居宅介護事業所登録に関する注意事項◇◆ 

 

指定  指定看護小規模多機能型居宅介護事業所に登録した場合においても、下記の介護保険 

制度よるサービスの利用は可能となります。詳しくは担当者にお尋ねください。 

 

１．居宅療養管理指導 

 

居宅での療養上の管理や指導 

２．福祉用具貸与 

福祉用具レンタル他 

※利用者の介護度によりレンタル可能な用品が違いま

す。 

 

３．訪問リハビリテーション 

 

医学的管理下で提供されるリハビリテーション。 

 



（別紙１）　　　　　　　　　 ＊令和6年6月1日より適用

（単位：円/月）

要介護1 12,447 750 1,200 10 40 14,447

要介護2 17,415 750 1,200 10 40 19,415

要介護3 24,481 750 1,200 10 40 26,481

要介護4 27,766 750 1,200 10 40 29,766

要介護5 31,408 750 1,200 10 40 33,408

登録期間により日割

区分支給限度基準額の算定対象から除外

◆上記以外の加算

初期加算 30円/日（契約日より30日間）

認知症加算（Ⅰ） 760円/月

認知症加算（Ⅱ） 460円/月

若年性認知症利用者受入加算 800円/月

退院時共同指導加算 600円/月

緊急時対応加算 774円/月　　　（区分支給限度基準額の算定対象外）

特別管理加算（Ⅰ） 500円/月　　　（区分支給限度基準額の算定対象外）

特別管理加算（Ⅱ） 250円/月　　　（区分支給限度基準額の算定対象外）

ターミナルケア加算 2,500円/月

介護職員等処遇改善加算（Ⅰ） 1か月あたりの介護保険料×14.9％

　※利用料金の全額が利用者負担

食事費用 朝食　500円　　昼食　550円　　夕食　550円

宿泊費用 一泊　3,000円

送迎費用 帯広市内圏域を越えた場合、

圏域を越えた地点から１㎞100円

オムツ代金 実費（原則持参）

個別、外出レク費用 実費（実施時）

理美容料金 実費（利用時）

看護小規模多機能型居宅介護　りんどう　料金表　（介護保険1割負担額）

介護区分 看護小規模多機能型
居宅介護費

サービス提供体制
強化加算（Ⅰ）

総合マネジメント
体制強化加算

生産性向上推進
体制加算（Ⅱ）

科学的介護推進
体制加算 左記計

その他のサービス利用料金　（介護保険1、2、3割負担共通額）



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （単位：円/月）

要介護1 24,894 1,500 2,400 20 80 28,894

要介護2 34,830 1,500 2,400 20 80 38,830

要介護3 48,962 1,500 2,400 20 80 52,962

要介護4 55,532 1,500 2,400 20 80 59,532

要介護5 62,816 1,500 2,400 20 80 66,816

登録期間により日割

区分支給限度基準額の算定対象から除外

◆上記以外の加算

初期加算 60円/日（契約日より30日間）

認知症加算（Ⅰ） 1,520円/月

認知症加算（Ⅱ） 920円/月

若年性認知症利用者受入加算 1,600円/月

退院時共同指導加算 1,200円/月

緊急時対応加算 1,548円/月　　　（区分支給限度基準額の算定対象外）

特別管理加算（Ⅰ） 1,000円/月　　　（区分支給限度基準額の算定対象外）

特別管理加算（Ⅱ） 500円/月　　　（区分支給限度基準額の算定対象外）

ターミナルケア加算 5,000円/月

介護職員等処遇改善加算（Ⅰ） 1か月あたりの介護保険料×14.9％

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （単位：円/月）

要介護1 37,341 2,250 3,600 30 120 43,341

要介護2 52,245 2,250 3,600 30 120 58,245

要介護3 73,443 2,250 3,600 30 120 79,443

要介護4 83,298 2,250 3,600 30 120 89,298

要介護5 94,224 2,250 3,600 30 120 100,224

登録期間により日割

区分支給限度基準額の算定対象から除外

◆上記以外の加算

初期加算 90円/日（契約日より30日間）

認知症加算（Ⅰ） 2,280円/月

認知症加算（Ⅱ） 1,380円/月

若年性認知症利用者受入加算 2,400円/月

退院時共同指導加算 1,800円/月

緊急時対応加算 2,316円/月　　　（区分支給限度基準額の算定対象外）

特別管理加算（Ⅰ） 1,500円/月　　　（区分支給限度基準額の算定対象外）

特別管理加算（Ⅱ） 750円/月　　　（区分支給限度基準額の算定対象外）

ターミナルケア加算 7,500円/月

介護職員等処遇改善加算（Ⅰ） 1か月あたりの介護保険料×14.9％

看護小規模多機能型居宅介護　りんどう　料金表　（介護保険2割負担額）

介護区分 看護小規模多機能型
居宅介護費

サービス提供体制
強化加算（Ⅰ）

総合マネジメント
体制強化加算

生産性向上推進
体制加算（Ⅱ）

科学的介護推進
体制加算 左記計

看護小規模多機能型居宅介護　りんどう　料金表　（介護保険3割負担額）

介護区分 看護小規模多機能型
居宅介護費

サービス提供体制
強化加算（Ⅰ）

総合マネジメント
体制強化加算

生産性向上推進
体制加算（Ⅱ）

科学的介護推進
体制加算 左記計


